
　　 （単位　円）
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翌年度へ繰越
すべき財源

実質収支

25,534,071,393 24,630,295,977 903,775,416 130,557,173 773,218,243

国民健康保険事業 8,315,096,306 7,932,259,030 382,837,276 382,837,276

後期高齢者医療事業 607,697,883 595,813,165 11,884,718 11,884,718

介護保険事業 5,030,027,315 4,951,871,469 78,155,846 78,155,846

介護老人保健施設事業 260,373,072 257,370,771 3,002,301 3,002,301

住宅新築資金等貸付事業 6,329,568 5,189,516 1,140,052 1,140,052

学校給食センター事業 523,566,710 515,939,687 7,627,023 7,627,023

下水道事業 1,174,962,969 1,098,896,466 76,066,503 17,270,000 58,796,503

特定地域生活排水処理事業 20,300,451 18,422,578 1,877,873 1,877,873

簡易水道事業等 74,526,012 64,407,958 10,118,054 10,118,054

三波川財産区 2,517,810 2,196,340 321,470 321,470

水道事業 1,763,279,023 1,988,910,361 △ 225,631,338 △ 225,631,338

国民健康保険鬼石病院事業 1,125,413,817 1,284,960,261 △ 159,546,444 △ 159,546,444

平成２５年度　決算の概要

　　　　　一般会計　歳入　　255億3,407万1,393円

　　　　　一般会計　歳出　　246億3,029万5,977円

会計区分

　平成２５年度は、第４次藤岡市総合計画の理念を踏まえ、道路新設改良、環境保護、健康増進、教
育施策の拡充や子育て環境の整備、人口定住・雇用の創出などを重点とする予算編成を行い、予算
執行を行いました。
　しかしながら、高齢化や東日本大震災などの影響により、依然として厳しい財政状況となりました。
このような状況の中で、行財政改革に積極的に取り組み、財政の収支均衡を図るとともに、創意工夫
を凝らして限られた財源を最大限に生かすことにより、市民サービスの向上と活力あるまちづくりの推
進に努めました。
　主な事業は、鬼石地域複合施設建設に係る設計委託、日野地域のデジタルテレビ難視聴解消事業
のほか地域の活性化、文化振興の推進。みどの学童クラブ運営委託など子育て環境や障害者の総
合支援、知的障害者福祉施設整備補助金など福祉施策の充実。ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接
種、高齢者予防接種事業など医療・保健事業を推進しました。そのほか太陽光発電設置補助事業、
焼却灰等資源化処理事業、高山社跡の保存整備事業、小中学校の耐震補強・大規模改修事業など
を実施しました。

一般会計

特
別
会
計



歳　入

※　原則として、表示単位未満を四捨五入しているため、合計等と一致しない場合がある。

平成２５年度　普通会計・決算

　総額では、前年度と比べて3億8,248万円(1.5%)の減額となりました。
　増額の主なものは、国庫支出金で3億5,172万円(11.5%)の増、地方税で7,801万
円(0.9%)の増です。国庫支出金の増額の理由は、地域の元気臨時交付金の1億
2,919万円などが挙げられます。
　減額の主なものは、繰入金で5億2,047万円(62.8%)の減、県支出金で7,754万円
(4.2%)の減となっています。

市税 

85億3,236万円 
33.1% 

諸収入 

9億9,378万円 
3.9% 

繰越金 

4億1,200万円 
1.6% 

分担金及び負担金 

3億8,906万円 
1.5% 使用料及び手数料 

・その他 

7億7,341万円 

3.0% 

地方交付税交付金 

55億3,425万円 
21.5% 

国庫支出金 

34億1,686万円 
13.3% 

市債 

27億5,291万円 
10.7% 

県支出金 

17億8,573万円 
6.9% 

地方消費税交付金 

6億2,034万円 
2.4% 

地方譲与税 

・その他 

5億4,949万円 

2.1% 

 歳入 

257億6,019万円

自主財源 

111億61万円 
43.1% 

依存財源 

146億5,958万円 
56.9% 



歳 出（目的別）

※　原則として、表示単位未満を四捨五入しているため、合計等と一致しない場合がある。

平成２５年度　普通会計・決算

　総額では、前年度と比べて5億3,303万円（2.1%）の減額となりました。
　増額の主なものは、北部環状線街路事業（1億3,771万円）や下水道事業特別
会計繰出金（9,649万円）などにより土木費で2億9,241万円(11.1%)の増、林道高
畑線開設工事（1億53万円）などにより農林水産業費で1億2,005万円（26.8%）の
増となっています。
　減額の主なものは、退職手当(3億5,192万円)などにより総務費で4億5,951万円
(16.4%)の減、中学校耐震補強大規模改修工事（3億3,934万円）などにより教育費
で2億9,359万円(8.4%)の減となっています。

民生費 

86億5,797万円 
34.8% 

教育費 

32億2,198万円 
13.0% 

土木費 

29億1,651万円 
11.7% 

公債費 

28億7,916万円 
11.6% 

衛生費 

23億7,525万円 
9.6% 

総務費 

23億4,169万円 
9.4% 

消防費 

8億4,690万円 
3.4% 

商工費 

7億4,022万円 
3.0% 

農林水産業費 

5億6,872万円 
2.3% 

議会費 

2億5,215万円 
1.0% 

労働費 

4,710万円 
0.2% 

 歳出（目的別） 

248億4,765万円 
100.0% 



歳 出（性質別）

平成２５年度　普通会計・決算

　総額では、前年度と比べて5億3,303万円（2.1%）の減額となりました。
　増額の主なものは、北部環状線街路事業などにより普通建設事業費（補助分）
で4億6,221万円（22.9%）の増、児童手当支給事業などにより扶助費で7,341万円
（1.4%）の増 となっています。
　減額の主なものは、北藤岡区画整理事業などにより普通建設事業費（単独分）
で7億3,259万円（37.3%）の減、職員基本給、退職金などにより、人件費で5億
1,188万円（12.5%）の減となっています。

※　原則として、表示単位未満を四捨五入しているため、合計等と一致しない場合がある。

扶助費 

54億4,873万円 
21.9% 

普通建設事業費 

37億7,268万円 
15.2% 

人件費 

35億8,016万円 
14.4% 

公債費 

28億7,916万円 
11.6% 

物件費 

28億6,519万円 
11.5% 

繰出金 

27億7,734万円 
11.2% 

補助費 

26億9,988万円 
10.9% 

貸付金 

5億1,211万円 
2.1% 

維持補修費 

2億3,828万円 
1.0% 

積立金 

6,172万円 
0.2% 

投資及び出資金 

1,240万円 
0.0% 

 歳出（性質別） 

248億4,765万円 
100.0% 


